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研究成果の概要：

近世初期の本草書（植物誌）の成立には，特にドイツのマインツにおいて 15 世紀末に出版さ

れた一連の本草書が極めて重要な位置を占めている。しかしながら，これら文献資料の体系的

な研究は，ヨーロッパ，日本を問わずまだ手つかずの状態にある。本研究は，文献学的方法に

より，1)当時の本草書の主たる役割は医学書であったこと，2)そこには中世の占星術的・呪術

的説明と近世自然科学の実証的な記述の両方が混在していること，3)本草書の理論は古代の医

学者によって整備された「体液病理説」「四大説」に基づいていることを明らかにした。
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直接経費 間接経費 合 計

2006 年度 1,400,000 0 1,400,000

2007 年度 1,200,000 360,000 1,560,000

2008 年度 700,000 210,000 910,000

年度

年度

総 計 3,300,000 570,000 3,870,000
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理説，四大説

１．研究開始当初の背景

ヨーロッパ近世初期において中世の本草
書（植物誌）がどのような経緯を経て植物学
へと変貌していったのかという問題につい
てなされた包括的研究はまだ存在しない。
この分野についての英語圏の研究として

まず Agnes Arber:Herbals（1938）という世
界的名著があるが，概括書としての性格が強

く，さらに詳しく知りたい場合には物足りな
さを感じる。その他にも，Blanche Henry:
British Botanical and Historical
Literature before 1800 (1975)や Frank J.
Anderson: An Illustrated History of
Herbals (1977)などがあるが，そのうち前者
はその第 1巻が本研究で問題とされる時期を
扱っているが，簡単な記述にとどまっている。
また後者も説明が単発的で，体系的な記述が
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なされているとは言い難い。
一方，ドイツ語圏の代表的な先行研究とし

ては Hans Zotter: Das Buch vom gesunden
Leben (1988)ならびに Brigitte Hoppe: Das
Kräuterbuch des Hieronymus Bock (1969)な
どがある。前者は 1530 年代の植物誌の諸特
徴を知るには極めて有益であるが，特にアラ
ビアの医師 Ibun Butlan との関連に重点を置
いて述べたものであり，この期の植物誌全体
の流れを知るには十分とはいえない。また，
後者も同じく 1530 年代の植物誌についての
貴重な情報を与えてはくれるが，ドイツ人の
神父にして医師の Hieronymus Bock の本草書
に特化しての研究であり，包括的な研究書に
はなっていない。

このようにヨーロッパ中世後期から近世
初期にかけての本草書については，日本のみ
ならず，ヨーロッパにおいても，いまだ緻密
な文献調査に基づく体系的研究がなされて
いないのが現状である。今後益々関心が高ま
ると考えられるこの領域についての本格的
な学問研究を始動するためにも，まずはこの
時代を代表する本草書の比較文献学的な基
礎調査が必要となる。

２．研究の目的

ヨーロッパ中世後期から近代初期にかけ
ての植物誌の成立を記述する場合，特に重要
な役割を果たしたと考えられるものに 15 世
紀末のドイツで出版された一連の植物誌が
あることはすでに上で述べたとおりである。
それは具体的には次の 3 種類の文献を指す。
1)Latin Herbarius(1484) 。 こ れ は ま た
Herbarius in Latino，Herbarius Moguntius
などとも称される。2) German Herbarius 
(1485)。別名は Herbarius zu Teutsch である。
3)(H)Ortus Sanitatis (1491)。ドイツ語名は
Der Gart der Gesundheit（健康の庭）であ
る。
ドイツのマインツで出版されたこれら 3 種

の文献は，当時の本草書としては模範的な役
割を演じ，ヨーロッパ諸語にも翻訳され広く
流布したと思われる。たとえば 2)はフランス
の Le grand Herbier (1529)やイギリスの
The grete herbal (1526)などにも大きな影響
を与えたと想像されているし，3)は長期にわ
たり本草書のベストセラーとなっている。し
かしながら，ヨーロッパ諸国へそのような大
きな影響を与えたと考えられるにもかかわ
らず，その資料の文献学的・体系的研究は，
まだ不十分な状態のままである。したがって
また，それらの本草書のヨーロッパ諸国への
影響についての実証的な研究もまだなされ
ていない状況にある。
そのような研究の現状を踏まえ，本研究で

は，マインツで出版された上記 3 群の植物誌
に関してその特徴を分析した上で，ヨーロッ
パ諸国（オランダ，フランス，イギリス）の
諸文献との関連について，またその影響力に
ついて実証的・文献学的に調査・比較検討す
る。 

３．研究の方法

(1) 研究はまず資料の収集から開始した。近
世初期の植物誌関連の文献資料，特にインキ
ュナブラ（揺籃期本）には入手することが困
難なものが多いが，今回は「２．研究の目的」
で挙げた 1)を Peter Schöffer: Herbarius 
Latinus ， Mainz 1484 (Harald Fischer 
Verlag) というCD-ROMで購入した。また，
同じくの 3）は Hortus sanitatis: deutsch/des 
Johannes Wonnecke von Cube. 
Reprint-Ausgabe Mainz:Schöffer 1485. 
München: Köbl 1966 という復刻版をドイ
ツ・オーストリアにて行った文献収集調査の
際に入手することができた。

(2) そのようにして入手した資料は，「２．
研究の目的」に挙げた 1)から 3)の順に文献学
的な分析調査を加えた。
①初年度（2006 年度）。Herbarius Latinus
の解読に当たった。この書は，ドイツのイン
キュナブラ時代に発行された最初のイラス
ト入りの本草書で，医師あるいは直接医師に
かかれないがラテン語の読める市民のため
に構想され，平易なラテン語で書かれている。
全体は 2 部からなるが，主要部は第 1 部で，
その内容はドイツを含む中部ヨーロッパの
150 種の薬草の効能がイラストともに記述さ
れている。なお，植物のラテン語名にはドイ
ツ語名が付記されていて当時の語彙を知る
上で大変参考となる。続く第２部は，通じ薬
などに役立つ 96 種の植物・鉱物・動物が紹
介されている。
②第 2 年度（2007 年度）。こちらの資料が先
に手に入ったので (H)Ortus Sanitatis(『健
康の庭』)を１年繰り上げて解読に着手した。
著者はマインツの医師ヨーハネス・ヴォネッ
ケ・フォン・カウプ(Johannes Wonnecke von 
Kaub)である。15 世紀の中ごろドイツ語で書
かれた本書はドイツ中世の本草学を近世へ
伝えた極めて重要な文献であるが，その影響
力の大きさは 17世紀までに 60版を数えたこ
とからもみてとれる。全体で435章からなり，
その内訳は 382 章が薬草に，25 章が動物に，
28 章が鉱物に由来する薬を扱っている。また，
全体を通して古代の「体液病理学説」に則っ
た説明がなされている。
③最終年度(2008 年度)。前年度において取り
上げた『健康の庭』は当時の医学的世界観と



緊密に関連していることが判明したため，
15・16 世紀にドイツ語圏で最も広く知られ
た医学書の一つであるオルトルフ・フォン・
バイアーラント(Ortolf von Baierland)の『医
学書』（Das Arzneibuch）を新たな分析対象
として加えた。ドイツ語で書かれた本書は，
ラテン語を理解しない実地医，特に外科医の
ために編集された医学ハンドブックともい
うべき著作である。全３部，167 章からなる
本文より，今回は特に第２部第４論の「（偽）
ヒポクラテスの基づく予断的・予後的覚え書
き」の訳読を行った。これらの章では，（偽）
ヒポクラテスに依拠しながら「死兆」につい
て進められる議論は，1)死の予見の可能性に
ついての一般的な説明，2）特定の疾病に依
存しない予見，3)特定の疾病に依存する予見，
の３種類に分類することができる。また，本
書の全体を通しての説明がここでも「体液病
理学説」に依拠していることが確認された。

４．研究成果

(1) 本研究では，既に述べたように，「２．
研究の目的」にあげた 3 種の資料のうち主と
し て 1) )Latin Herbarius(1484) と 3) 
(H)Ortus Sanitatis (1491)の文献解読を行う
ことができた。また，当初の計画には含まれ
てはいなかったが，植物誌と医学との関連を
確認することが必要となったためにオルト
ルフ・フォン・バイアーラント(Ortolf von 
Baierland)の『医学書』（Das Arzneibuch）
を分析対象に追加した。なお，2) German 
Herbarius (1485)は入手できなかったため，
今回は残念ながら調査することができなか
った。しかしながら，今回の 3 種類の文献の
調査により，ヨーロッパ諸国へ大きな影響を
及ばしたとされる「マインツ本草書群」につ
いてその特徴の概略をつかむことができた。
それは以下の３点にまとめることができる。
①ラテン語で Herbarius ，ドイツ語で
Kräuterbuch と称される書物は，単なる近世
の「植物分類図鑑」のようなものではなく，
まずは「医学書」を意味した。しかも，それ
は「薬草」によるものを，つまり東洋の「漢
方」に相当するものを主だった内容にしてい
るにせよ，植物のみならず，動物や鉱物によ
る薬も含んでおり，「薬草書」よりかなり広
範な概念であったことがわかる。
②中世後期から近世初期にかけて成立した
本草書には，それらがまさに時代の端境期に
位置するがゆえに，２つの時期の知識や世界
観が混在していることが大きな特徴と言え
る。例えば，今回とりあげた『健康の庭』に
は植物だけでも350枚もの色刷りの挿絵が含
まれているが，これはこの本の依頼人が聖地
巡礼の際にオランダ人版画家エルハルト・ロ
イビヒを同行させ，本国には生育しない様々

な植物をスケッチさせた成果であった。これ
などは近世の自然観察のさきがけとなるよ
うな実証的態度の反映であろう。しかしそれ
と並んで，あるいはむしろ中心となる説明は，
もっぱら古代・中世的な民間療法に関するも
のである。しかも，これらの多くは占星術・
呪術的信仰に基づくものである。その典拠と
されるのがプリニウス，ディオスコリデス，
イシドールなどの古代・中世の医学の大家で
あった。例えば，ディオスコリデスの説く「ヨ
モギを家の中に持っている人に，悪魔は手出
しができない」というような例がそれにあた
る。 
③さらに中世の本草書のもう一つの特徴は，
それらの学説がヒポクラテスやガレノスと
いった古代の医学者によって整備された「体
液病理説」（Humorarpathologie）あるいは
「四大説」に基づいていることである。この
学説とは，身体の健康や病気を 4 種類の体液
（血液・粘液・赤胆汁・黒胆汁）およびそれ
を構成する四大（空気，水，火，土）の均衡
のとれた調和あるいは不均衡によって説明
しようとするものである。そして，諸体液の
均衡をチェックするのがウロスコピーつま
り「検尿」である。本草書にはほとんど必ず
といってよいほど「尿」に関する章が含まれ
ている。実際，『健康の庭』には検尿瓶を手
にした医師が描かれている。ウロスコピーの
目的は，尿の沈澱，混濁，色などによって健
康状態や病気を診断することにあり，本草書
は体液の正しいバランスを取り戻すための
処方箋の役目を果たしている。なお，これと
類似の説明は，オルトルフ・フォン・バイア
ーラントの『医学書』にも見いだせる。

(2) なお今回の調査では，「マインツ本草書」
の文献学的調査に予想以上に時間をとられ，
研究計画に含まれていた「マインツ本草書」
のヨーロッパ諸国への影響については十分
な調査ができなかった。これについては今後
の継続課題としたい。しかし，今回の研究に
より，これらの資料の文化史的な位置づけに
ついての輪郭はほぼ正確に把握することが
できたと考える。つまり当時の本草書は，植
物学，医学，呪術，魔術，占星術などが混然
一体となった知識体系であり，それを支えて
いるのが宇宙の万物は大きな一本の鎖（つま
り四大説）で繋がれているという世界観であ
る。それは宇宙を「マクロコスモス」，人体
を「ミクロコスモス」として，その間には対
応し合う「照応関係」があるとするオカルト
的な宇宙観であった。これを中世の本草書が
近世の植物学へとどのように変化していっ
たのかということについての関連でいえば，
それは，とりもなおさず，まず本草書のそれ
を構成するいくつかの知の領域（植物学，医
学，天文学など）への解体なくては成立しな



かったということになろう。つまり「存在の
連鎖」の放棄こそが近代の自然科学を可能に
したわけである。ところで，現代社会は細分
化した自然科学への反省から逆にエコロジ
カルな世界観が見直されつつある。これは中
世の「全てはつながっている」というシンプ
ルな世界観とも相呼応する視点といえよう。
今回試みたような本草書とその後世への影
響関係を研究することは，本草書の背後にあ
る価値観に再評価と同時に，そのような価値
観を一度は放棄した近世以降の自然科学を
相対化する契機ともなるであろう。
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